
平成25年度〜
研究⼤学強化促進事業

⼤学共同利⽤
機関法⼈ 情報・システム研究機構

Research Organization of Information and Systems (ROIS)

＜5年度⽬の⽬標＞

＜10年度⽬の⽬標＞

1. データ中⼼科学研究基盤と融合研究によるベストプラクティスの確⽴
2. 研究成果として機構全体の累計論⽂数20%増

（平成24年までの5年間⽐）
3. （国際）連携協定の増及び共同利⽤・共同研究件数の20％増加
4. 多様な研究者の確保（⼥性教員割合17%以上、若⼿教員割合30%、

外国⼈教員割合10%以上）

1. 基盤整備事業および新領域融合研究の継続・発展、データ中⼼科学
の広範な学術分野への定着による、新しい研究コミュニティの確⽴

2. 研究成果として機構全体の累計論⽂数30%増
3. （国際）連携協定の増及び共同利⽤・共同研究件数の30％増加
4.多様な研究者の確保（⼥性教員割合20%以上、若⼿教員割合30%、

外国⼈教員割合12%以上）
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機構本部URAと研究所URAの連携・⼀体運営

P13 ROIS-URAのご紹介:皆さんとの意⾒交換が希望

URA⽀援システムの開発

（研究者検索機能） 研究者総覧⾃動作成ツール 研究者情報分析ツール

研究所URAホームページとも連携

researchmap（研究者DB）

全⼤学・研究機関への
無償提供を⽬指します

各機関の
研究⼒解析ツール
として開発中

P49「⼤学等の名古屋議定書対応体制の構築」
P52「スパコンの活⽤による共同利⽤・共同研究の利⽤促進」
P53「研究⼒の強化に資する学術情報基盤の共創を⽬指して」
P57「『前途有望な研究者』のための研究⼒強化」

※当機構が発表する
他のポスターも、 ⇒
ぜひご覧ください

URAによる事業推進・推進⽀援活動

国⽴遺伝学研究所
統計数理研究所 URA
国⽴情報学研究所 URA
国⽴遺伝学研究所 URA

国⽴極地研究所
国⽴情報学研究所
統計数理研究所
国⽴遺伝学研究所

⼤学共同利⽤機関法⼈とは

平成25年（2015年）
データ中⼼科学
リサーチコモンズ事業を開始

※左下を参照

URA専⽤サイトで、組織や活動の紹介、
内外情報を逐次共有

4研究所と
2センター

URAステーション
・ コモンズ事業強化⽀援チーム
・ 分野研究強化⽀援チーム

情報・システム研究機構（ROIS）とは

4つの機構

⼈間⽂化研究機構
⾃然科学研究機構
⾼エネルギー加速器研究機構
情報・システム研究機構

ROIS-URA

国⽴極地
研究所

国⽴情報学
研究所

統計数理
研究所

国⽴遺伝学
研究所

昭和19年（1944年）
⽂部省直轄研究所
として設置

昭和24年（1949年）
⽂部省所轄研究所
として設置

昭和48年（1973年）
国⽴⼤学共同利⽤
機関として設置

昭和61年（1986年）
国⽴⼤学共同利⽤機関
学術情報センター設置

昭和60年（1985年）
国⽴⼤学共同利⽤
機関に改組

昭和59年（1984年）
国⽴⼤学共同利⽤
機関に改組

平成12年（2000年）
国⽴情報学研究所
設置

平成17年（2005年）
新領域融合研究
センター設置

平成16年（2004年）
４つの⼤学共同利⽤機関
を構成機関とする
⼤学共同利⽤機関法⼈
情報・システム研究機構
設置

平成19年（2007年）
ライフサイエンス統合
データベースセンター設置

平成21年（2009年）
国⽴極地研究所と
統計数理研究所が
東京都⽴川市に移転

⽂科省委託事業数学協働プログラム

ライフサイエンス統合データベースセンター

新領域融合研究センター

研究教育機能は、
総合研究⼤学院⼤学

問合せ：ura-jimu@rois.ac.jp


